
他館新作情報　２０２１年３月
NO.タイトル 著者名 出版社 出版年 時間

小説以外

1 還暦からの底力　歴史・人・旅に学ぶ生き方 出口治明著 講談社 2020 7時間59分

2 その言い方は「失礼」です！ 吉原珠央著 幻冬舎 2020 4時間56分

3 中高年ひきこもり 斎藤環著 幻冬舎 2020 6時間41分

4 カビの取扱説明書 浜田信夫著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 8時間4分

5 パンデミックの文明論 ヤマザキマリ，　中野信子著 文藝春秋 2020 5時間23分

6 感染症時代のマスクの教科書　的確に選んで、正しく着ける 飯田裕貴子，　眞鍋葉子著 小学館 2020 5時間5分

7 コロナ後の世界を語る　現代の知性たちの視線 養老孟司　ほか著 朝日新聞出版 2020 4時間42分

8 トラックドライバーにも言わせて 橋本愛喜著 新潮社 2020 5時間21分

どうすれば「還暦からの底力」を発揮できるのか？　人生１００年時代をパワフルに行動するためのポイントを、還暦でライフネット生命を開業
し、古希でＡＰＵの学長に就任した著者が指南する。

「疲れて見えるけど大丈夫？」「かわいそう」「偉いですね」などは要注意！　無意識にしている「失礼な言動」を取り上げて、何故失礼かを説明
し、本当の礼儀正しさが伝わる言い方を紹介する。

家族の孤立、孤独死・生活保護受給者の大量発生、「８０５０問題」。４０～６４歳のひきこもりは、いまや日本の重大な社会問題。そもそも「ひ
きこもり」とは何か。何が正しい支援なのか。

エアコンや浴室、スマホにも、隙あらばと勢力拡大を目論むカビ。嫌われ者だけど、薬やチーズ、漬物、酒などグルメ界では大人気。そんなカ
ビとヒトとの切っても切れない関係を、カビ研究の第一人者が楽しく紹介する。

各国の感染症対策を見れば国民性がわかる。新型コロナの話題で意気投合したヤマザキマリと中野信子が、パンデミックが変えた人類の歴
史、古代ローマの女性と日本の女性、「新しい日常」への高いハードルなどについて語り合う。

マスクは、自分を守り、周りの人も守るもの－。マスク研究家・飯田裕貴子と内科医・眞鍋葉子が、マスクの基本と最新情報を写真やイラストを
交えてわかりやすく解説。ウイルスから身を守る方法も伝える。

新型コロナウイルスは瞬く間に地球上に広まり、多くの生命と日常を奪った。この危機にどう向き合えばよいのか。各界で活躍する精鋭たちの
知見を提示し、アフターコロナの新たな世界を問う。

強引な幅寄せ、ノロノロ運転と急ブレーキ、堂々の路上駐車。「悪者」にされるトラック運転手だが、これには訳がある。「休憩中エンジンを切ら
ないわけ」「プロの眠気対策」など、元トラック運転手が自身の体験と現役ドライバーの声をもとに、これまで語られてこなかった事情を解説す
る。



9 死という最後の未来 石原　慎太郎，　曽野　綾子著 幻冬舎 2020 5時間22分

10 見果てぬ花 浅田次郎著 小学館 2020 6時間44分

現代小説

11 お探し物は図書室まで 青山　美智子著 ポプラ社 2020 7時間52分

12 祈り 伊岡瞬著 文藝春秋 2020 13時間14分

13 半沢直樹　アルルカンと道化師 池井戸潤著 講談社 2020 8時間49分

14 スキマワラシ 恩田陸著 集英社 2020 14時間27分

15 野守虫 柴田哲孝著 光文社 2020 9時間24分

16 暗闇にレンズ 高山羽根子著 東京創元社 2020 10時間39分

17 あなたのご希望の条件は 瀧羽麻子著 祥伝社 2020 8時間12分

東京中央銀行大阪西支店の融資課長・半沢直樹のもとに、大手ＩＴ企業が業績低迷中の美術系出版社を買収したいという案件が持ち込まれ
る。半沢は大阪営業本部の強引な買収工作に抵抗するが、背後にひそむ秘密の存在に気づき…。

古道具屋を営む兄・太郎と、物に秘められた“記憶”が見える弟・散多。ある日、ふたりはビルの解体現場に現れる少女の都市伝説を耳にする
が…。ファンタジックミステリー。

強盗容疑で勾留されていた竹迫和也が弁護士と接見中に脱走。彼は、“乗り鉄”刑事・片倉が６年前に逮捕した男だった。片倉は休暇を使い、
秘境のローカル線・飯田線で天竜峡に赴くが…。

高校生のわたしは、親友と監視カメラだらけの街を歩き、携帯端末の小さなレンズをかざして世界を切り取る。かつて母や、祖母や、曾祖母が
してきたように－。時代に翻弄されつつもレンズから世界をのぞき続けた“一族”の物語。

転職エージェントで働く香澄は４０歳を迎えたばかり。ブラック企業脱出、上司への不満、夫の転勤…。転職の相談に乗るうち、やがて自分自
身の人生にも思いを巡らせ…。

東京になかなか馴染めない楓太は、ある日公園で信じられない光景を目にする。炊き出しのうどんを食べる中年男が箸を滑らせたその瞬間。
“田舎者”の劣等感を抱える若者と、“望まない力”を持つがゆえ暗い過去を背負って生きてきた中年男の人生が交錯するとき、心震える奇跡
が起きる。

死に向き合うことで見える、人が生きる意味とは－。キリストの信仰を生きる曽野綾子と、法華経を哲学とする石原慎太郎。対極の死生観を持
つふたりが、「死」について赤裸々に語る。

京都で遭遇した不思議な人々、南アフリカから届いた一通の手紙、失踪していた老猫が帰るまでの顛末…。国内外での様々な出来事を描い
たエッセイ集。

悩める人々が立ち寄った小さな図書室。不愛想だけど聞き上手な司書さんが、思いもよらない選書と可愛い付録で人生を後押ししてくれて
…。明日への活力が満ちてくる、書き下ろしハートウォーミング小説。



18 ダブル・トライ 堂場瞬一著 講談社 2020 12時間54分

19 この本を盗む者は 深緑野分著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 11時間26分

20 縁結びカツサンド 冬森　灯著 ポプラ社 2020 7時間26分

21 オニキス　公爵令嬢刑事西有栖宮綾子 古野まほろ著 新潮社 2020 9時間38分

22 ドクターＭ　医療ミステリーアンソロジー 海堂尊 ほか著 朝日新聞出版 2020 15時間35分

時代小説

23 大河の剣　１ 稲葉稔著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 7時間3分

24 勘定侍柳生真剣勝負　２　始動 上田秀人著 小学館 2020 5時間27分

25 きずな水　人情料理わん屋　４ 倉阪鬼一郎著 実業之日本社 2020 5時間6分

26 消えた姫君　身代わり若殿葉月定光　６ 佐々木裕一著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 5時間57分

客で賑わい商売繁盛な料理屋「わん屋」。そこへ同心が面白そうな話を持ち込んだ。泳ぎくらべに感じ入った大名が、泳ぐ、競馬、駆ける「三つ
くらべ」を思いついたのだ。準備にかかるが、江戸の町を大火が襲い…。江戸人情物語。

旗本家の身代わり若殿として奮闘する主人公。だが、その正体を疑う舅は、娘に婚約破棄を命じる。一方、大老格・柳沢吉保もまた、彼の正
体を疑っていた。

柳生家当主の宗矩に勘定方を任された商人の淡海屋一夜。渋々応じた一夜だったが、十兵衛に剣の稽古をつけられながらも石高を検分、殖
産興業の算盤を弾く。旅の途中では、立ち寄った京で商談するなどそつがないが…。

２０１８年の陸上日本選手権に、７人制ラグビー日本代表の男が出場した。彼は円盤投に出場し、日本記録に迫る成績を残した。前代未聞の
「二刀流」アスリートの登場に熱狂する人々。男は瞬く間にスターダムへ駆け上がっていき…。

書物の蒐集家を曾祖父に持つ、本嫌いの女子高生。ある日、曾祖父の蔵書が盗まれ、「本の呪い」が発動する。呪いを解くため、彼女は本の
世界を冒険し…。

駒込うらら商店街に佇む、昔ながらのパン屋さん「ベーカリー・コテン」。人の悩みに寄り添うパンを焼こうと奮闘する三代目・和久が、見つけた
答えとは－。とびきりあったかな“縁”の物語。第１回おいしい文学賞最終候補作。

超絶的資産家にして日本皇室と英国王室の血筋をひく公爵令嬢・西有栖宮綾子警視正は、全国警察の重大不祥事を秘密裏かつ迅速に解決
するために、今日も自家用オスプレイで出動し…。痛快警察ミステリ。

歯科医による死体治療、嘘を見破る超能力内科医、脳チップによる人格再編処置。医療現場で起きる事件や不思議な出来事を、様々な角度
から紐解いていく－。８人の人気作家が描く、医療にまつわるミステリーアンソロジー。

川越の名主の長男は、村の者が呆れるほどのやんちゃ坊主。剣で強くなりたいとの想いを抱く彼の運命は、ある剣士との出会いにより、大きく
変わっていく。



27 お勝手のあん　３　あんの青春　若葉の季 柴田よしき著 角川春樹事務所 2020 7時間23分

28 江戸は浅草　３　桃と桜 知野みさき著 講談社 2020 8時間55分

29 出世商人　２ 千野隆司著 文藝春秋 2020 5時間44分

30 神の子　花川戸町自身番日記 辻堂魁著 祥伝社 2020 8時間24分

31 杏の甘煮　一膳めし屋丸九　３ 中島久枝著 角川春樹事務所 2020 5時間25分

32 影武者八巻卯之吉　大富豪同心　２３ 幡大介著 双葉社 2020 7時間32分

33 御蔵入改事件帳 早見俊著 中央公論新社 2020 6時間2分

34 大江戸火龍改 夢枕獏著 講談社 2020 5時間30分

品川宿の宿屋「紅屋」では、おやすが見習いから、台所付きの女中として正式に雇われることとなり、わずかばかりだが給金ももらえることに
なった。「百足屋」のお嬢さま・お小夜が嫁ぎ、おあつから別れの手紙を受け取るなど、寂しくもなるおやすだが充実した日々を送っていく。大好
評シリーズ第三弾。

橋場町の川沿いで猫の桃を探していた真一郎に人殺しの疑いがかけられた！？　矢師兼用心棒の真一郎や笛師の大介、謎めいた美女・多
香など、江戸下町の人情と色恋が事件となって顔を出す－。

借財を遺して急逝した父の店を守るため、新薬の販売に奔走する主人公。滋養強壮の妙薬との評判に前途洋々かと思われたが、商売敵によ
る妨害に遭い…。

一膳飯屋を営む男を衝き動かした慕情、大好きな父親の窮地を救おうとする童女の奇跡、武士の義ゆえに添い遂げられない夫婦の絆…。隅
田川近くの横町「人情小路」で健気に懸命に生きる人々を描く時代小説。

日本橋北詰の魚河岸のほど近くにある一膳めし屋「丸九」は常連客でいつもにぎやか。ある日、ちょっと胡散臭い男が店にやってきた。男は
「丸九」の女主人お高の父である九蔵の下で働いていたというが…。人情派時代小説第３弾。

上様の容態が思わしくなく、幕府は先君の御落胤を甲府から呼び寄せる。だが、自由闊達な若君は屋敷を抜け出し行方不明に。そんな若君
の身代わりに抜擢された八巻卯之吉だが、次期将軍の座を奪おうとする昏き影が忍び寄り…。

長崎奉行を馘首になった荻生但馬は、三味線三昧の気ままな日々を送っていた。だが、その仕事ぶりが長崎でも評判だった男を幕閣は放っ
ておかず、新役の御蔵入改方頭取に任ずる。但馬を入れた「はみ出し者」五人の御蔵入改方は、各々の特技を活かし難事件に挑む！

桜の下で茶会を催していた大店のお内儀の身体が突然、持ち上がり、桜の花に隠れた。見上げる者たちに点々と血が降りかかり…。「万怪事
相談」をなりわいとする麗しき男の事件簿。全４編を収録。



海外小説

35 その手を離すのは、私
クレア・マッキントッシュ著
高橋尚子訳

小学館 2020 17時間45分

36 メイドの手帖
ステファニー・ランド著
村井理子訳

双葉社 2020 14時間5分

シングルマザーとなった著者は、富裕層の家を掃除するメイドの仕事に就く。最低賃金で働き、誰にも個人として尊重されない孤独。地べたか
ら見た格差社会の眺めを描いた回想録。

母親の目の前で幼い少年の命を奪ったひき逃げ事故。ブリストル署の警部補レイは部下のケイトらと共に捜査を進めるが、犯人の手がかりす
ら掴めない。一方、海辺の村に逃げてきたジェナは、地域に馴染み…。心理スリラー。


